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テーマ名： ABS 樹脂製品中の異物の検出と事後対策
技術相談内容：

（質問事項）
ＡＢＳ樹脂を用いて成形加工した自動車用ダッシュボードにペレット大の粒子状

突起が散在しており、成形不良品として納品先から返品があった。

成形不良の原因と対策を教えて欲しい。
関連製品品目： プラスチック製自動車部品
関連技術分野： プラスチック射出成形加工

技術

相談

区分 キーワード： ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成形、異物混入、ＡＢＳ樹脂製品、再生樹脂材料、顕微ＦＴ／ＩＲ

回答内容：

　相談のあった事業場は、自社の生産工程において副産物として排出されたＡＢＳ樹脂を破砕機にかけ

た後、バージン原料に一定量を混入した部分再生樹脂を使用し、成形加工を行っていた。

　まず、不良品の状態から異物、おそらくは他の種類の樹脂、の混入の疑いがあることから、製品本体と

粒子状突起の部分とを削り出し、顕微ＦＴ／ＩＲ分析を行った。

　その結果、突起部分は、ナイロン樹脂であることが判明し、相談者にそのことを確認すると、同社では、

同じ黒色のＡＢＳ樹脂とナイロン樹脂とをリサイクルして使用しており、破砕機の中で両者が混ざり合った

おそれがあることがわかった。

　ＡＢＳよりも溶融温度の高いナイロンは、射出成形の過程で溶けないため、製品に粒子状突起を作った

ものである。

　成形加工の工程で排出される副産物を再生樹脂として用いるにあたっては、異物の混入に最大の注意

を払う必要がある。特に、同色異種の樹脂の場合は、事例に見られるような混入を起こしやすいので注意

が必要である。破砕機の中の清掃、袋、容器の徹底した点検により、このような問題は解決できる。
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